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取 扱 説 明 書 及び部 品 表 

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 

 
 この取扱説明書は、自走給餌車の取扱方法と使用上の注意事項について記載してあります。

ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みの上、正しくお取扱いいただき最

良の状態でご使用ください。 

 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保存してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 
 にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として知っておくとお得な製品の性能や、製品自体の損傷防止に関する留 
 意事項を書いてあります。 

 ●なお、本製品については不断の研究成果を新しい技術として直ちに製品に取り入れており 
 ますので、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめご了 
 承ください。 

 ●ご不明なことやお気付のことがございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
 ください。 

 

  
 

 

    印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
  お守りください。 

 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 

 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 

 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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取扱説明書と本機に貼ってある  表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解し 
た上で使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して 
ください。 
機械を他人に貸すとき、または他人に運転をさせるときは、運転の仕方を教え、本書も 
貸与し必ず読んでもらってください。 

 
 

１．本機を使用するにあたって                    

（１）使用する人の条件 

次の項目に該当する場合は本機を使用

しないでください。 

●飲酒したとき。 

●過労・病気・薬物の影響・その他の理

由により正常な運転ができないとき。 

●妊娠しているとき。 

●取扱方法を熟知していない人。 

●１６歳未満の人。 

 

 

（２）使用する人の服装 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒し

たりする事故を予防するため、首巻

き・腰タオルをしないで、ヘルメット・

滑り止めの付いた靴を着用し、だぶつ

きのない作業に適した服装で安全な作

業をしてください。 

 

（３）積載量の厳守 

   本機は、積載量を限定しています。 

   表示以上の積み過ぎは危険です。 

   表示以上の過積載を行うと、本機損傷

の原因となります。 

  ●最大積載量：１０００ｋｇ 

 

（４）機械の改造厳禁 
   純正部品や指定以外の部品を取付けな 

いでください。 
また、改造をしないでください。 

 

（５）使用目的以外への使用禁止 

細断されたサイレージを家畜に給餌す

ることを目的として作られた機械です。 

他の目的には使用しないでください。 

 

（６）運転者以外に人を乗せない 

本機の乗車定員は１名です。運転者以

外､人を乗せないでください。 
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（７）機械を他人に貸すとき 

取扱方法をよく説明して、使用前には

『取扱説明書』を必ず読むように指導

してください。 

 

 

２．点検・整備をしてください                     

（１）１年毎の定期点検・整備を 

整備不良による不具合や事故を防止す

るために、１年毎に定期点検・整備を

受け、機械が最良の状態で作業ができ

るようにしてください。 

 

（２）作業前の点検・整備を忘れずに 

ご使用になる前と後には必ず点検・整

備を行ってください。 

 

（３）点検・整備・掃除をするとき 

点検・整備・修理・掃除するときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で、

エンジンを止め、駐車ブレーキまたは

車止めをしてから行ってください。 

 

 

 

 

（４）点検・整備は加熱部分が冷めてから 

マフラやエンジンなどの加熱部分が十

分に冷めてから点検・整備をしてくだ

さい。守らないと火傷する恐れがあり

ます。 

 

（５）機械を常にきれいに 

エンジン・マフラ・ベルトカバー・バ

ッテリなどに枯草､芝生がたまってい

ると､おもわぬ火災の原因となること

があります。機械を常にきれいにして

ください。 

 

（６）排気ガスには十分注意 

屋内で作業するときはエンジンの排気

ガスによる一酸化炭素中毒の恐れがあ

ります。 

屋内で給餌作業をする時は、十分換気

を行ってください。 

 
（７）カバー類を必ず取付ける 

カバー類などの防護装置を取外すとき

は、必ずクラッチを切り、エンジンを

止めてから行ってください。 

また、取外したカバー類は必ず元どお

りに取付けてください。守らないと傷

害事故を引き起こす恐れがあります。 
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（８）注油・給油をするときは 

クラッチを切り、エンジンを止め、回

転部分が完全に停止してから行ってく

ださい。 

 

（９）燃料補給時は火気厳禁 

燃料補給時は、くわえ煙草やマッチ・

ライターなど裸火照明は絶対に使用し

ないでください。守らないと燃料に引

火し、火災を起こす恐れがあります。 

 
（10）こぼれた燃料はふき取る 

燃料を補給したときは、燃料キャップ

を確実に閉め、こぼれた燃料はきれい

にふき取ってください。守らないと火

災事故を起こす恐れがあります。 

 

（11）マフラ・エンジンのゴミは取除く 

マフラやエンジン周辺に、ワラクズ・

ゴミなどが付着していないか作業前に

点検し、付着していれば取除いてくだ

さい。守らないと火災事故を起こす恐

れがあります。 

 

 

 

 

 

 

（12）ストップスイッチの動作確認を 

配線コードの外れなどがないかを点検

し、ストップスイッチを押してエンジ

ンが停止するかを作業前に必ず確認し

てください。守らないと傷害事故を引

き起こす恐れがあります。 

 
（13）電気部品を修理するときは 

①電気部品やその周辺の修理を行うとき

には､必ずバッテリの（－）側を外して

から実施してください。 

 

②バッテリは、充電中可燃性ガスが発生

し、引火爆発の恐れがあります。充電

中はタバコを吸ったり、火を近づけた

りしないでください。 
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③バッテリ液は希硫酸なので扱いには注

意し、体や衣服に付けないようにして

ください。もし目や体に付着した場合

は、すぐ水で洗ってすみやかに医師の

診療を受けてください。 

 

（14）タイヤの点検・修理をするときは 

①タイヤの空気圧は、規定の空気圧を必ず

守ってください。 

②空気の入れ過ぎはタイヤ破損の恐れが

あり、死傷事故を引き起こす原因になり

ます。 

③タイヤに傷があり、その傷がコード（糸）

に達している場合は、使用しないでくだ

さい。 

タイヤ破損の恐れがあります。 

④タイヤ・チューブ・ホイールなどに関す

る交換・修理などは十分な整備施設をも

ち、特別教育を受けた人がいるタイヤシ

ョップ等の専門店に依頼してください。 

 

 

 

 

 

 

（15）長期格納するときは 

機械を清掃し、回転部及びチェーンに

は十分注油して、バッテリを取り外し､

キーを抜き取り､屋内の平坦な場所に

保管してください。 

   燃料の変質を予防するため、燃料タン

ク・気化器内の燃料を抜いてください。 

 

 

３．作業・移動をするときは           

（１）人や動物を近づけない 

特に子供には十分注意し、近づけない

ようにしてください。 

 

（２）回転中は危険です 

回転部には近寄らない、触らないを守

ってください。 

 

（３）二人以上で作業するときは 

二人以上の共同作業では、お互いに声

を掛け合うなどして、安全を確かめ合

いながら作業してください。 
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（４）エンジンを始動するときには 

作業クラッチおよび走行クラッチを切

り、周囲の人に合図をして安全を確か

めてからエンジンを始動してください。 

守らないと傷害事故を引き起こす恐れ

があります。 

 

（５）急な発進・停止・旋回・スピードの出

しすぎ禁止 

スピードの出しすぎ、急な発進・停止・

旋回は、事故の原因となるだけでなく、

機械の寿命も縮めますので行わないで

ください。 

 
（６）回転中のビータやコンベアバー・コン

ベアチェーン・コンベアベルトには触

れない 

回転しているビータやコンベアバー・

コンベアチェーン・コンベアベルトに、

手や足で絶対に触れないでください。

巻き込まれ重傷を負うことがあります。 

 

（７）移動及び作業の旋回のときは 

旋回時には、蓄舎内の柱や溝に十分注

意し、急旋回は絶対に行わないでくだ

さい。転倒や脱輸の恐れがあり危検で

す。 

 

 

 

 

（８）巻き付き草などを取り除くときは 

クラッチを切り、エンジンを必ず止め、

回転部が完全に停止してから行ってく 

ださい。 

 

（９）作業途中で運転席より離れるときは 

平坦な場所に停車し、エンジンを止め、

走行クラッチを切り、駐車ブレーキを

掛けてください。 

 

（10）後進して作業するときは 

後方に障害物のないことを十分確認し、

本機と障害物の間に人や動物を挟まな

いようにしてください。 

 

（11）高圧油に注意してください 

①圧力がかかり噴出した油は、皮膚に

浸透する程のカがあり、傷害の原因に

なります。 

②高圧油による傷害を防止するために

配管・ホースなどの取り外し前には必

ず残圧を抜いてください。 

③圧力をかける前に配管・ホースなどは

正しく確実に締め付けてください。 

④非常に小さな穴からの油漏れは、ほと

んど目に見えないことがあります。手

で油漏れを探すことは止めてください。

必ず、保護メガネをかけ、紙などを使

用して調べてください。 
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⑤万一、油が皮膚に浸透したときは、

 強度のアレルギーを起こす恐れがあ

るので、すぐ医師の診療を受けてくだ

さい。 

 

（12）高温油に注意してください 

 ①高温油による傷害を防止するために作

業直後の注油やミッションのオイル交

換はしないでください。作業前か十分温

度が冷えてから行ってください。 

 ②火傷やケガを負った場合は、速やかに医

者の診療を受けてください。 

 

 

 

 

 

４．道路走行・輸送するときは                 

（１）公道走行はできません 

本機は公道を走行すると道路運送車両

法に違反します。公道を移動するとき

は、トラックなどで運送してください。 

 

（２）トラックなどへ積込み・積降ろしは 

●平坦な場所でトラックが移動しないよ

うエンジンを止め、サイドブレーキを

かけ、車止めをしてから本機の積込

み・積み降ろしを行ってください。 

●本機を吊り上げるときは、必ず 4 点吊

りをしてください。 

●積込んだ機械は車止めをし、強度が十

分にあるロープで確実に固定してくだ

さい。 

●運送中は荷動きがないように、急発

進・急停止・急旋回は絶対にしないで

ください。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 以上、機械の取扱いで注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも   

本文の中で  印を付けて安全上の注意事項を表記しております。 
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５．警告ラベルの貼付け位置         

 

①:部品コード 001306200460 

 
②:部品コード 001306000070 

 

③:部品コード 001306000080 

 
 

④:部品コード 001206000430 
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⑤:部品コード 001306000850 

 

⑥:部品コード 001306000860 

 
 

⑦:部品コード 500302915000 

 

⑧:部品コード 500302916000 

 

⑨:部品コード 001306200470 

 
 

⑩:部品コード 001306200360 

 
 

警告ラベルの取扱い注意事項 

 （１）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性 
洗剤で洗い、軟らかい布で水気を拭いてください。 

 （２）傷ついたり、汚れたり、はがれた場合は、お買い上げの販売店又は当社に注文し新 
しいラベルを元の位置に貼ってください。（ラベルをご注文の際は部品コードをご 
連絡ください。） 

 （３）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に 
貼ってください。 

 （４）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。 
    気泡は隅の方へ押しながら抜いてください。 
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本製品の使用目的について 
  本製品は、細断サイレージの給餌にご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 

（機体銘板貼付け位置図） 

アフターサービスについて 

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って 

点検・処置しても、なお不具合があるとき 

は、お買い上げいただいた販売店、農協、 

または、お近くの当社営業所までご連絡く 

ださい。 

 

【連絡していただきたい内容】 

  ●品名と型式 

●機体 No．（ＳＥＲ－Ｎｏ） 

●ご使用状況は？ 

（どんな条件でどんな作業をしていたときに） 
●どれくらい使用されましたか？ 

（約〇〇時間使用後） 

●不具合が発生したときの状況をできるだけ 

詳しく教えてください。 

 
※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。 

 

 

 

 

【今後参考のため、次の空欄に機体 No．などを記入しておいてください。】 

 

品 名 自走給餌車 

型 式 EF2631 

購 入 年 月 日 年      月     日 

販 売 店 名 

 

 

TEL：   （   ）      
 

 

 

合 格 証
株式会社

機体銘板
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 名 称         は た ら き                     

１ エンジン 動力源､燃料はレギュラガソリンを使用する。 

２ エンジン回転調整レバー エンジンの回転速度の調整を行う 

３ チョークレバー エンジン始動時のチョーク操作を行う 

４ エンジンスイッチ エンジン始動時に使用する 

５ エンジンストップスイッチ 緊急の際のエンジン停止を行う 

６ ハンドル 本機を操縦するハンドル 

７ 駆動タイヤ 油圧モータで駆動 

８ 操舵輪 ハンドルと連結し､本機の舵取りをする 

９ クロスコンベア 飼料を右・左に吐出するコンベア 

１０ 床コンベア 飼料を前方へ送るコンベア 

１１ ビータ 飼料をくずすはね 

１２ 走行クラッチレバー 走行の入切を行う 

１３ 走行クラッチペダル 前、後進の切替、速度調整を行う 

１４ 作業クラッチレバー 作業の入切を行う 

１５ 吐出－全作業切替レバー 吐出のみ、床コンベア、ビータの入切を行う 

１６ 排出口切換ペダル クロスコンベアの左右切換えを行う 

１７ 吊上げフック 本機の吊上げ時使用（４点吊り） 

１８ ステップ 操縦者が乗る台 

１９ 取手 作業時、走行時に握る取手 

２０ ホッパ 飼料を投入する器 
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◆機体方向の説明 

この取扱説明書で使用している“前後・左右・左回り・右回り”などの方向は、下図の

通りに決めています。 
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１．スイッチ・操作レバー・ペダル関係    

 
 
① エンジンスイッチ 

 “ Ｏ Ｆ Ｆ ”：キーが抜差しできる位置 

 “ Ｏ Ｎ ”：エンジン回転中の位置 

 “ＳＴＡＲＴ”：エンジンを始動する位置 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②エンジンストップスイッチ 

異常（緊急）があった場合、エンジンを

止めます。 

“運転”：エンジン始動時・作業時の位置

オレンジ色のつまみを押しな

がら回してください。（通常は､

この位置にしておいてくださ

い。） 

“停止”：エンジン停止（緊急停止） 

オレンジ色のつまみを手のひ

らでたたいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運転】 

 

 

 
 

押して右に回す 

【停止】 

 

 

 
 

押す 

（自動的に停止 

位置に戻る） 
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③エンジン回転調整レバー 

エンジン回転を低速高速に調整するレ

バーです。 

 
 

④チョークレバー 

エンジンを始動するときは“始動”側に

します。エンジンが始動したら、エンジ

ン回転が安定することを確認しながら

徐々に“運転”側に戻し、エンジンの回

転が安定すれば“運転”位置にしてくだ

さい。 

 
 

⑤走行クラッチレバー 

 “入”－走行可能 

“切”－停止 

 

⑥走行クラッチペダル 

1） 前進・後進の切換え 

・ 右側を踏むと前進します。 

・ 左側を踏むと後進します。 

2） 踏込み深さでスピード調整します 

・ 浅いとき………低速 

・ 深いとき………高速 

※ ペダルより足を離すと走行停止します。 

 
 

⑦作業クラッチレバー 

排出作業を操作するレバーです。 

レバーを下に倒すとクラッチが入り、排

出作業を開始します｡手を離すと停止し

ます｡ 

レバーをさらに下に倒すとクラッチが

“入”の状態で固定され､手を離しても作

業を続行できます｡ 

停止する場合は､レバーを上に持ち上げ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入 

切 

入 

切 

固定 

入 

切 

固定 
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⑧吐出・全作業切替レバー 

吐出方法を切替えるレバーです。作業ク

ラッチレバーと合わせてお使いください。 

レバー：上：作業クラッチレバーを上に

倒すとクロスコンベアのみ

が作動します｡作業開始時

にお使いください。 

レバー：下：作業クラッチレバーを下に

倒すとクロスコンベア・ビ

ータ・床コンベアが作動し

ます｡ 

 

 
 

⑨排出口切換えペダル 

クロスコンベアを操作するペダルです。 

右へ倒すと右吐出、左へ倒すと左吐出に

切り換ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

⑩ハンドル 

 ハンドルを操作して本機の方向転換をし

ます。 

 
 

２．リコイルスタータ 

バッテリがあがってしまったり､セルスタ

ータが故障したときに使用してエンジンを

始動します。 

エンジンを始動するときは、始動グリップ

を握って引張ります。 

 
 

注意 

始動するときはストップスイッチを“運

転”､エンジンスイッチを“ＯＮ”の位置

にしてから、リコイルスタータを操作し

てください。 

停止するときはエンジンスイッチを 

“ＯＦＦ”の位置にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 作 業

吐出 
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エンジンの排気ガスによる、排気ガス

中毒をさけるため十分換気をとって行

ってください。 

周囲の人に合図をし、始動操作は運転位

置で行ってください。 

 

 

 

エンジンの始動は走行クラッチレバー

を必ず“切”の位置で行ってください。 

 

１．エンジン始動 

①各クラッチを“切”にします。 

 
 

②燃料コックレバーを“出”にします。 

 
 

③エンジン回転調整レバーを“低速”と

“高速”の中間位置にします。 

 

④チョークレバーを“始動”にします。  

（Ｐ１３参照） 

※エンジンがあたたまっているときは、

チョークレバーの操作は不要です。 

 

 

 

 

 

⑤エンジンスイッチを“ＯＦＦ”“Ｏ

Ｎ”“ＳＴＡＲＴ”に回します。 

 
注意 

●エンジンが回転しているときは、エン

ジンスイッチを回してはいけません。 

●エンジンスイッチを“ＳＴＡＲＴ”に

回して５秒たっても始動しないときは、

10 秒ほど休止してから、同じ操作を繰

り返してください。 

５秒以上の連続使用は、故障の原因に

なります。 

 

◆リコイルスタータでのエンジン始動 

前項①～④までの操作をします。 

①エンジンスイッチを“ＯＮ”の位置に

します。 

②始動グリップを握って、勢いよく引張

ります。 

 
◆始動したら、チョークレバーを徐々に

“運転”の方向に戻します 

最後は必ずエンジン始動直後、すぐに

負荷をかけず３～５分間暖機運転を行

ってください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切 切 

 
 

注意 

 
 

危険 
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２．停止のしかた 

①エンジンを無負荷にします。 

各クラッチを“切”にします。 

※エンジンに負荷がかかったまま、停止

させることは好ましくありません。 

②エンジン回転調整レバーを“低速”に

します。 

※これで低速運転になりますので、2～3

分空運転をしてください。 

 
③エンジンスイッチを“ＯＦＦ”まで回

すと、エンジンは止まります。 

 
④燃料コックレバーを“止”にします。 

 
 

 

 

使用しないときやその場を離れるときは、

キーを外して保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．緊急停止 

緊急の場合は、ストップスイッチを押

してエンジンを停止させてください。 

 

 

 
 

注意 

 
 

自動的に停止位置に戻る 
 

押す 
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１．暖機運転をする 

走行前に、エンジンをアイドリング状

態（無負荷・低速回転）で 3～5 分間暖

機運転を行ってください。 

※暖機運転はエンジン各部の潤滑をよく

し、エンジンの寿命を延ばします。 

 

注意 

暖機運転中は、必ず各クラッチを“切”

にし、駐車ブレーキをかけてください。 

 

２．発進と走行 

①エンジン回転調整レバーを“高”側に

する 

 
②走行（前進・後進） 

●クラッチペダルの右側を踏むと“前進”

します。 

●クラッチペダルの左側を踏むと“後進”

します。 

●スピード調整はクラッチペダルの“踏

込み”量で行います。 

・浅い踏込み………スピードが遅い 

・深い踏込み………スピードが速い 

 
③方向転換 

ハンドルを操作して行います。 

 
 

 

 

本機より離れるときは、平坦で安全な場所

に置き、各クラッチを“切”にし、駐車ブ

レーキをかけてください。 

 

◆停車のしかた 

①走行クラッチペダルの踏込みを外すと、

走行が停止します。 

 
②各クラッチを“切”にしてください。 

 
③エンジンを停止して、キーを抜いてく

ださい。 

 

 

 
 

注意 

切 切 
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１．作業手順と要点             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンを始動する 

各部の作動確認をする 

飼料をホッパに入れる 

エンジン回転調整レバーを操作し

て、エンジン回転速度を決定する 

吐出方向を設定する 

走行しながら給餌する 

給餌が完了したら、作業クラッチレ

バーを“切”にする 

暖機運転をする 

各部の回転が滑らかで、異音

がないことを確認する 

ヒモなどの異物を発見したら

取り除く 

適正な作業速度が得られる状

態になっていることを確認す

る 

右出しか、左出しかを決める 

積込み直後は吐出・全作業切

替クラッチを吐出側にして作

業する 

作業クラッチレバーを操作し

ながら走行する 

飼料の残量を確認する 

発進・走行・給餌を始めるときは、周囲の安全を確認してから行ってください。 

注 意     
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２．飼料の積込み 

 

 

飼料に石・木片などが混入していると危

険です。積込むときに十分注意してくだ

さい。 

規定以上の積込みを行うと、本機破損だ

けでなく、安全走行・安全作業が行えま

せん。必ず規定量以下にしてください。 

エンジン回りの堆積物は作業前に取り

除いてください。 

飼料を積載するときは､エンジンを停止

してください。 

 

◆積込み量はホッパ上面まで 

飼料の積込みは、必ずホッパの上面以

下にしてください。 

注意 

長い飼料・乾燥ロールは積込まないで

ください。 

各部に巻き付き、本機の故障につなが

ります。長い飼料・乾燥ロールの給餌

には使用しないでください。 

 
 

３．給餌方法 

◆吐出方向を設定する 

排出口切換ペダルを操作して、“右出

し”か“左出し”を設定する。 

 
 

◆積込み直後の給餌 

積込み直後の給餌は「吐出－全作業切

替レバー」を操作し、レバーを吐出側

にして作業レバーを下に倒して行って

ください。 

※吐出量が少なくなったら、「吐出－全作

業切替レバー」を全作業側に倒して給

餌してください。 

 
 

注意 

積込み直後から全作業側にレバーを

倒して、給餌すると、吐出コンベア

部に飼料が詰ります。 

積込み直後は、必ず吐出側にレバーを

倒して作業を行ってください。 

 

◆走行中の給餌調整 

①給餌量を多くするときは、走行速度を

「下げる」。 

②給餌量を少なくするときは、走行速度

を「上げる」。 

③１回の走行給餌で、給餌量が少ないと

きは２回走行してください。 

④給餌不要場所は、作業クラッチレバー

を戻してください。 

※走行速度は、「走行クラッチペダル」の

“踏込み”強さで行います。 

・浅い踏込み……………スピードが遅い 

 

 

・深い踏込み……………スピードが速い 

 

 

 

 

 

 

 
 

注意 

入 

切 

固定 

吐出 

全作業 
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◆飼料のこぼれ防止 

  細かい飼料を給餌する際に、排出口か

らこぼれてしまうことがあります。 

  付属の板を取り付けることで、排出口

からのこぼれを軽減できます。 

 
  排出口のゴムイタ、オサエイタと共締

めして取り付けてください。 

 

４．走行可能な通路幅 

走行能な通路幅は、以下の通りです。 

但し理論値ですので、使用条件により、

実際とは異なる場合があります。 

 

Ａ通路幅

Ｂ通路幅

 
 

Ｂ通路幅(cm)  Ａ通路幅(cm) 

２２８ ← １２７ 

２１４ ← １４０ 

２１０ ← １５７ 
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作業の安全確保と、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 

作業前の点検は、欠かさず行ってください。 

 

 

取外したカバー類は必ず取付けてください。衣服が巻き込まれたり危険です。 

調節・整備を行うときは、必ずエンジンを停止させてから行ってください。 

エンジンが熱い間は、注油・給油は絶対にしないでください。やけどをする恐れがあ

ります。 

燃料補給時は、くわえタバコ・裸火照明は絶対に使用しないでください。また、燃料

補給後は、燃料キャップを確実に締め、こぼれた燃料はきれいに拭き取ってください。 

守らないと火災の原因となります。 

 

点検一覧表 

№ 項 目         内 容         
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 
ﾁｪｯｸ 

１ 前回使用の異常箇所 修理・補修が完全に行われているか   

２ 損傷・汚れ・ボルトのゆるみ 車体の損傷、ゆるみ、ガタつきがないか   

３ エンジンオイル オイルの量・汚れ・油もれ ２２  

４ エンジンの燃料 ガソリンの量 ２２  

５ エンジンのエアクリーナ エアフィルタの汚れ・詰り ２３  

６ バッテリ バッテリ液量の点検 ２４  

７ 配線コード コード被覆のはがれ、接続部のゆるみ   

８ 床コンベアチェーンの張り 適正な張力となっているか ２５  

９ クロスコンベアベルトの張り 適正な張力となっているか ２６  

１０ 各部のローラチェーンの張り 適正な張力となっているか ２５  

１１ 各部のＶベルトの張り 適正な張力となっているか ２６  

１２ 作業クラッチレバー 「入」・「切」の作動確認 １３  

１３ 走行クラッチペダル 前進・後進の作動確認 １３  

１４ エンジン音 異音がないか   

１５ ＨＳＴオイル オイルの量・汚れ・油もれ ２４  

 

以上について異常が認められない場合は、エンジン回転数を低速にし、負荷をかけず、

３～５分間ならし運転を行ってから作業を始めてください。 

 

点 検 メ モ                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

警告 
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各部の点検や調整をするときは、エンジ

ンを停止し、エンジンが冷めてから行っ

てください。 

取外したカバー類は、必ず取付けてくだ

さい。 

 

１．燃料の補給 

 
 

①タンクのキャップを外し、注入口から

燃料を補給する。 

 

②フィルタホルダー、注入口の切欠部と、

キャップの凸部を合わせて、タンクの

キャップをゆるまないように確実に締

付けてください。 

 

 

 

あふれ出た燃料は必ず拭き取ってくだ

さい。 

給油中は、エンジン停止、火気厳禁。 

 

◆使用燃料と容量 

●使用燃料：自動車用レギュラガソリン 

●タンク容量：6.1 リットル 

 

２．エンジンオイルの交換 

①排油ボルトを外して、エンジンオイルを

排出します。排出後は排油ボルトをきれ

いに洗い、新しいシーリングワッシャを

取付け、元の状態に締付けてください。 

 

 

 
②注入口の口元まで新しいオイルを注入し

てください。 

 

③オイル給油キャップをゆるまないように

確実に締付けてください。 

 
・指定オイル：１０Ｗ３０ 

・容 量：1.1 リットル 

・交 換 時 期：初回１ヶ月または 

２０時間運転時 

以後６ヶ月毎または 

１００時間運転毎 

注意 

●点検または交換するときは、本機を水

平な場所に置いて行ってください。 

●オイル量の点検は、エンジン始動前か、

エンジンを止めてから約 5 分以上たっ

た後に行ってください。 

 

３．点火プラグ点検・清掃 

①電極間隔 

電極が消耗して間隔が大きくなっている

ときは、電極間隔を 0.7～0.8ｍｍに調整

してください。 

●すき間の調整は 100 時間ごとに行ってく

ださい。 

 
 

警告 

 
 

警告 

フィルタホルダー

の切欠部 

燃料計 

キャップの凸部 
注入口 
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②カーボンの除去 

電極に多量のカーボンが付着していると

きは、プラグを外し清掃してください。 

●清掃は 100 時間ごとに行ってください。 

 

③指定プラグ 

・ＢＰＲ６ＥＳ （ＮＧＫ） 

・Ｗ２０ＥＰＲ－Ｕ （ＤＥＮＳＯ） 

 

注意 

故障の原因となるので指定以外のプラグ

を使用しないでください。 

４．エアクリーナの清掃 

エアクリーナが汚れていたり、目詰ま

りしたまま使用すると、エンジンの寿

命に影響します。 

清掃は“５０時間”ごとです。 

 

 ほこりの多い作業のときは“１０時間”  

ごとまたは１日１回 

 

◆清掃のしかた 

・紙ろ過部 

エレメントを取外し、平らな所で軽くた

たきながらほこりを落とすか、またはエ

レメントを回しながら圧縮空気を内側か

ら吹きつけてください。 

・ウレタンろ過部 

洗油で洗い、よく絞って乾かし、エンジ

ンオイルに浸した後、硬く絞ってから取

付けてください。 

 

５．燃料ろ過カップの清掃 

100 時間使用ごとに清掃してください。 

この作業は、ほこりのない清潔な場所で行

ってください。 

燃料ろ過カップ内に水が無いか確認してく

ださい。水がある場合は水を取去り､燃料タ

ンクに市販の水抜剤を入れてください。 

◆清掃のしかた 

①燃料コックレバーを“止”にします。 

②燃料ろ過カップを外し、洗い油でよく洗

い、カップの底にたまったゴミや水を取

り除いてください。 

③清掃後、ガソリン漏れのないようパッキ

ンと燃料ろ過カップを取付け燃料ろ過カ

ップを確実に締付けてください。 

 
 

 

 

 

エンジンの修理や調整を行うときは、必ず

バッテリの○－ 端子を外してください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注意 
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６．バッテリの保守・点検の方法 

◆バッテリ液面の点検 

①バッテリの液面が、上限と下限の間に

あるか確認する。 

②バッテリの液面が下限以下では使用し

ない。 

下限に近い場合は補水する。 

※下限以下での使用を防止するため、バ

ッテリの液面が上限と下限の中間以下

の場合は、補水することをお勧めしま

す。 

 

  
◆バッテリ液の補水 

①バッテリ補充液（精製水）を準備。 

ガソリンスタンドなどで購入してくだ

さい。 

②液口栓をコイン状のもので取外す。 

③バッテリ補充液（精製水）を上限まで

補水する。 

④液口栓を確実に締付ける。 

 

  
 

注意 

●バッテリ補充液は、上限以上に補水し

ないでください。 

●補充液（精製水）以外は入れないでく

ださい。 

 

◆バッテリの清掃 

水でぬらした布で拭いてください。 

※乾いた布やベンジン、シンナー、ガソ

リンなどの有機溶剤、洗剤、化学ぞう

きんを使用して清掃しないでください。 

◆ケーブル端子・取付けの確認 

①バッテリ取付け金具・ケーブル端子の

取付けがゆるんでいないか確認する。 

②ゆるんでいる場合は、ナットを締めて

確実に固定してください。 

 

◆バッテリの取扱説明書を参照してくだ

さい 

安全上の注意やバッテリの交換などの

詳しい内容については、「バッテリの取

扱説明書」をご参照ください。 

 

 

バッテリケーブルを外すときは○－ 側から

外し、取付けるときは○＋ 側から行ってく

ださい。 

 

７．ＨＳＴミッションのオイル交換 

◆交換時期 

年 1 回交換してください。 

◆指定オイルと給油量 

・ギヤオイル：スーパーハイドロ 32 Ｘ 

・指 定 量：8.5 リットル 

◆交換のしかた 

①ドレンボルトを外し、古いオイルを排

出する。 

②排出完了後、ドレンボルトを締める。 

③オイルキャップを外す。 

④給油口よりオイルを約 8.5 リットル入

れる。 

⑤オイルがあふれてきたら、オイルキャ

ップを締める。 

 
 

注意 

機体に付着したオイルは、きれいに拭

き取ってください。 

 
 

注意 

オイルキャップ 
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８．チェーンの張り調整 

注意 

チェーンは特に初期伸びをします。初

めての使用から 10 時間後は下記に従

って、張り調整を行ってください。 

 

◆ビータ駆動チェーン 

テンションローラを押し付けて､たわ

み量が約 30 mm になるよう調整してく

ださい。 

約
３
０
ｍ
ｍ

 
◆中間チェーン 

テンションローラを押し付けて､たわ

み量が約 20 mm になるよう調整してく

ださい。 

約
２
０
ｍ
ｍ

 
◆床コンベア駆動チェーン 

テンションローラを押し付けて､たわ

み量が約 15 mm になるよう調整してく

ださい。 

約
１
５
ｍ
ｍ

 

◆中間チェーン 

ボルト A、ロックナットを緩めた後、調

整ナットを締めて、テンションスプロ

ケットを押し付けてください。たわみ

量が約 5 mm になるよう調整し、ロック

ナット、ボルト A を締めてください。 

約
５

ｍ
ｍ

 
 

◆床コンベアチェーン 

コンベアバーの中央部を手で持ち上げ

て、床面との距離を“40 ～ 50 ｍｍ”

になるように調整します。 

 

 
●調整のしかた 

 
※左右均等に調整してください。 

張る 

緩む 
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９．ベルトの張り調整 

◆走行クラッチ・作業クラッチ・吐出－

全作業切替レバー 

下記の手順で点検と調整を行ってくだ

さい。 

クラッチ”入”のときのバネ寸法を 80

～85ｍｍに調整してください。 

点検：初回 20 時間目 

  ：次回 100 時間ごと 

調整のしかた 

①Ｖベルト側のカバーを開ける。 

②上下どちらかのロックナットを緩め

る。 

③上下どちらかのＲピンをはずす。 

④バネ寸法を調整する。 

⑤Ｒピンをつけ、ロックナットを締め

る。 

 

クラッチ”切”のとき、クラッチが切

れることを確認してください。 

ロックナット
高ナット

切

入

ロックナット

Ｒピン

バネ寸法
８０～８５ｍｍ

Ｒピン

 
 

◆クロスコンベアベルト 

●調整のしかた 

 
※左右均等に調整してください。 

 

 

１０．前後進の調整 

ペダルから足をはなした時に停止しな

い場合調整してください。 

 

 

ペダルをはなしても前進する場合､ま

ず左側の調整ナットを締め､L2 寸法を

短くしておきます。右側の調整ナット

を緩め“L1”寸法を走行が停止する位

置まで長くしてください。その後左側

の調整ナットをボルト頭とデテントの

間の隙間が 0.1 ｍｍ（コピー紙 1 枚）

程度になるまで緩めてください。 

 

ペダルをはなしても後進する場合は､

上記の左右を逆にして調整してくださ

い。 

 

 

最終片側のボルト頭にデテントが軽く

当たった状態で、もう片側のボルト頭

とデテントの接触部の隙間が 

0.1 ｍｍ（コピー紙 1 枚）程度あるこ

とを確認してください。 

最終０．１ｍｍ（コピー紙１枚）

程度のあそびがある事

前進後進

調整ナット調整ナット

Ｌ
１

Ｌ
２

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロックナット 

緩む 

張る 
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１１．タイヤの空気圧の調整・及び磨耗、

損傷 

 ◆作業前にはタイヤの空気圧を確認して

ください。 

 

 

タイヤの空気圧は取扱説明書に記載し

ている規定圧力を必ず守ってください。 

空気の入れ過ぎは、タイヤ破損の恐れが

あり死傷事故を引き起こす原因になり

ます。 

タイヤに傷があり、その傷がコード（糸）

に達している場合は、使用しないでくだ

さい。 

 タイヤ破損の恐れがあります。 

タイヤ・チューブ・ホイールなどに関す

る交換・修理などは、十分な整備施設を

もち、特別教育を受けた人がいるタイヤ

ショップなどの専門店に依頼してくだ

さい。 

 

◆タイヤサイズと規定空気圧 

●サイズ：4.00 － 8 6 ＰＲ 

●空気圧：700 ＫＰａ（7.0 ｋｇ／ｃ㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

警告 
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１２．各部への給油             

下図の所へ注油・グリスアップしてください。 

５ ７

８８

９１１

８８

１２１３

６ １４

１

１１３ ４

１０

６

７７

９１５

２

 
№ グ リ ス ア ッ プ ・ 注 油 個 所                     

１ 

グ
リ
ス 

レバージク              ２箇所 

２ 中間軸ベアリング           ２箇所 

３ 中間軸ベアリング 

４ 中間軸スプロケット 

５ 中間軸スプロケット 

６ 床コンベア駆動軸軸受         ２箇所 

７ ステアリング部            ３箇所 

８ ビータ軸軸受             ４箇所 

９ クロスコンベア駆動軸軸受       ２箇所 

10 中間軸軸受 

11 床コンベアテンションスプロケット   ２箇所 

12 

注
油 

駆動チェーン 

13 駆動チェーン 

14 駆動チェーン 

15 駆動チェーン 
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１３．長期格納時の手入れ 

作業が終了したら、次期の使用時に備

え、末長くご利用いただくためにも、

十分な手入れを行ってください。 

●水洗いをして付着した飼料、泥やほこ

りなどを念入りに取り除いてください。 

●乾燥後は各回転部、チェーン、スプロ

ケットに十分注油またはグリス塗布を

し、錆びないようにしてください。 

●塗装のはがれた部分には、補修塗料を

塗り錆びが出ないようにしてください。 

●各部のボルト、ナットがゆるんでいな

いかを確認し、ゆるんでいる所は締め

てください。 

●各部の点検を行い、不調部は部品交換

や修理を済ませておいてください。 

●格納する場所は、雨やほこりのかから

ない屋内に保管してください。 

●格納は平坦な場所で保管してください。 
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不 調 内 容 診 断           処 置           参照ﾍﾟｰｼﾞ 

走行クラッチペダル

を踏んでも走行しな

い 

走行ミッション「ＨＳＴ」

部のオイル不足 

Ｖベルトが滑っている 

アッパーレベルまでオイル

を補給する 

Ｖベルトを張る 

２４ 

 

２６ 

ビータ部・吐出口部

に飼料が詰る 

積込み直後から「全作業」

で給餌している 

積込み直後は切替レバーを

「吐出」にして給餌する 

１９ 

給餌量が多い 走行速度が遅い 速度を速くする １９ 

給餌量が少ない 走行速度が速い 速度を遅くする １９ 

排吐出口コンベアが

動かない 

Ｖベルトが滑っている 

 

コンベアベルトが滑って

いる 

ベルトテンションを張る 

ベルトを交換する 

ベルトテンションを張る 

２６ 

 

 

床コンベア・ビータ

が動かない 

Ｖベルトが滑っている Ｖベルトテンションを張る 

Ｖベルトを交換する 

２６ 

 

※エンジンに関する診断・処置をされる場合は、別冊の「エンジン取扱説明書」を参照し

てください。 
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１．主要諸元                

品 名 自 走 給 餌 車           

型 式 ＥＦ２６３１ 

吐 出 方 法 ベ ル ト コ ン ベ ア ・ 左 右 切 換 方 式                     

機

体

寸

法 

全 長 ２６２０ｍｍ 

全 幅 １１６０ｍｍ 

 

全 高 

補助ホッパ 

標準 １段目 ２段目 ３段目 

１６８０ｍｍ １６３０ｍｍ １５８０ｍｍ １５３０ｍｍ 

機 体 質 量 ７２０ｋｇ 

ホ ッ パ 容 量 ２．６ｍ３ 

最 大 積 載 量 １０００ｋｇ 

ホ
ッ
パ
寸
法 

全 長 ２１００ｍｍ 

全 幅 １１２５ｍｍ 

 

全 高 

補助ホッパ 

標準 １段目 ２段目 ３段目 

１１３０ｍｍ １０８０ｍｍ １０３０ｍｍ ９８０ｍｍ 

タ イ ヤ ４．００－８ ６ＰＲ 

走 行 ミ ッ シ ョ ン Ｈ Ｓ Ｔ           

エ

ン

ジ

ン 

型 式 ＨＯＮＤＡ ＧＸ３４０Ｔ２ 

連 続 定 格 出 力 ６．３ｋｗ（８．６ＰＳ）／３６００ｍｉｎ－１(ｒｐｍ) 

最 大 出 力 ８．０ｋｗ（１０．９ＰＳ）／３６００ｍｉｎ－１(ｒｐｍ) 

燃 料 ガソリン（無鉛）タンク容量６．１リットル 

始 動 方 式 セルスタータ＋リコイルスタータ 

※この主要諸元は、改良により予告なく変更することがあります。 
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２．配線図                 

 
 

３．主な消耗部品              

部 品 名 称 部 品 コ ー ド 備 考 

コンベアバー ６８１０７－５２２０－０００  

コンベアチェーン １１４０１－１３１２－０００  

Ｖベルト（エンジン－ＨＳＴ） ０３６１０－４１２０－３９０ ローエッジコグ ＳＢ-３９ 

Ｖベルト（エンジン－中間軸） ０３６１０－４１２０－３２０ ローエッジコグ ＳＢ-３２ 

Ｖベルト（中間軸－中間軸） ０３６１０－４１２０－５００ ローエッジコグ ＳＢ-５０ 

Ｖベルト（中間軸－中間軸） ０３６１０－４１２０－５５０ ローエッジコグ ＳＢ-５５ 

ゴムイタ ６３１０７－５３６８－０００  

バッテリ ５６１０４－３１１２－００１ ３４Ａ１９Ｒ 

 



補修用部品の供給年限について

この製品の補修用部品の供給年限（期間）は製造打ち切り後９年といたします。
ただし、供給年限内であっても特殊部品につきましては、納期などについてご相談
させていただく場合もあります。

純正部品を使いましょう

補修用部品は、安心してご使用いただける純正部品をお買い求めください。
市販類似品をお使いになりますと機械の不調や、機械の寿命を短くする原因に
なります。

純正アタッチメントを使いましょう

純正アタッチメントは一番よくマッチするように研究され、徹底した品質管理のもとで
生産・出荷していますので、安心して使っていただけます。
市販類似品をお使いになりますと、作業能率の低下や機械の寿命を短くする原因と
なります。


